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　近年よく耳にするＩＣＴ（インフォメーション・アンド・コミュニケーション・テクノロジー）とは「情報通信技術」の略で、情報処理や通信に関する技術・産業・設備・サービスなどを総合的に指す用語です。
　ＩＴ（インフォメーション・テクノロジー）はハード・ソフト・アプリケーション・ＯＡ機器等の情報技術そのものを表す言葉であるのに対し、ＩＣＴは情報技術を活用してさまざまな人やモノをつなげていくことを表す言葉です。情報技術を活用したモノやサービスのほとんどはＩＣＴに該当することから、国際的にはＩＴ、ＩＣＴどちらの技術も「ＩＣＴ」と認識されているため、日本でもＩＣＴという言葉が定着し始めています。
　私たちの日常生活のなかで、ＩＣＴが身近に感じられる機会も増えてきました。ＩＣＴの積極活用が報じられる機会の多い場所といえば、学校など教育の場です。文科省による「ＧＩＧＡスクール構想」によって全国の公立小中学校で１人１台端末が整備され、２０２１年は多くの学校現場にとってＩＣＴ元年となりました。これは児童・生徒１人あたり１台のＰＣやタブレット端末を導入し、それらを教材の一環として授業や実習などに活用するものです。昨今の新型コロナウイルス感染症の影響により、オンライン（ｏｎｌｉｎｅ）授業の実施など教育現場も急激に変化が求められたことで、すでに本格運用が始まっています。
